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〒355-0807埼玉県比企郡滑川町和泉 873 

TEL：0493-56-6123  FAX：0493-56-6124 

 

介護老人保健施設いづみケアセンター 

いづみのホームページ https: //www.kokoro.or.jp/izumi-care/ 

編 集 後 記 

春が過ぎ、夏を迎え、当施設の２大行事（夏祭り

と長寿を祝う会）が待っています。 

今後も皆様に当施設の取り組みを余すところなく

お伝えいたします。よろしくお願いいたします。 

編集責任者  たかい  

 

 

■リハビリ通信 生活ケア部 入所課課長 たかはし 

■ スタッフブログ 

広報誌だけではお伝えする事が出来ない施設 

での取り組みや、日々の行事等を載せています。 

是非一度下記 URLにてご覧下さい。 

 

 

 

 

■お知らせ 

  リハビリのプログラムとして、ぼたもちづくりを実

施しました。企画を立案する段階から利用者様

にご参加いただき、調理へと進めました。利用者

様それぞれが役割を担い、一生懸命にぼたもち

づくりに取り組まれていました。 

きな粉とあんこの２種類を作り、味はもちろん絶

品でした！ 

https://www.kokoro.or.jp/izumi-care/ 

 

定期巡回・随時対応型訪問介護看護事業は訪問介護とは異なり、安否確認や服薬介助など 

1回 15分と短時間の訪問を 1日に複数回受けられるサービスです。 

遠方に住む家族にとって親の安否は心配なのではないでしょうか。 

そのような時には是非定期巡回をご利用下さい。 

お問い合わせの連絡先と担当者は下記の通りとなります。 

お問い合わせ先：0493-56-6123    担当：たかはし 

定期巡回・随時対応型訪問介護看護事業所 森林 

※個人情報保護観点から職員の氏名はひらがな表記とさせて頂いております。 

ぼたもちづくり 

導きに感謝 

私が介護職の資格を取得するきっかけは、親しかった看護師からの勧めでした。あなたに向いていると

勧められた資格は、ヘルパー２級（現在の初任者研修）でした。この勧めが私を介護の道へと歩ませてく

れました。私が学生の時、母方の祖母は癌で闘病生活を送っていました。母や父が自宅で祖母の介護を

していたこともあり、学生の頃より介護の仕事を学びたいという気持ちがありました。しかし、当時は子ども

がまだ幼く、幼稚園に入る前でした。子育てと両立ができるのだろうかと考えていた時、丁度、滑川町でヘ

ルパー２級受講者の募集がありました。これは機会に恵まれたと思い、社会福祉協議会へ子どもの手を

引いて申し込みに行ったのを覚えています。受講中は、子育てとの両立に苦慮しました。子どもが発熱し

て入院となり、病院の付き添いをしながら受講を続けました。家族や周りの方々の助けがあり、子育てと勉

強の両立が続けられ、途中で諦めずに受講を修了することが出来ました。子どもにも不安な思いをさせて

いたかもしれません。周りの方々の支援があって取れた資格です。これは無駄にしたくはないと思い、資

格取得後は家庭と両立が出来るように、短時間ヘルパーの仕事から始めました。 

介護の仕事について数年が経った頃、子供の友達のお母さんから職場で非常勤職員を募集しているか

ら働いてみないかと声をかけられました。この職場こそが、当施設であるいづみケアセンターでした。この

出来事は、私にとって、人生を左右する大きな導きとなりました。当時は、子どもたちが習い事をしていま

した。子どもたちのことを考えて、土日がお休みで勤務時間に無理がなく働けると思い、面接を受ける事に

しました。採用をいただき、非常勤職員で入職いたしましたが、その後、常勤で通所課の職員を経験して、

介護福祉士の資格を取り、現在に至ります。 

入所課の課長を拝命して３年目の今、いづみケアセンターで地域に恩返しが出来る場を与えて頂けた

ことはとても幸せな事です。この場に立てるように導き、ご指導くださった方に感謝申し上げます。その場

にただ立っているだけでは幸福な人生はやってきません。上司や利用者様、沢山の方が私に学びの場を

与えて下さいました。自分の周りの人や部下が幸福な人生を歩めるように導いていくことは、これからの私

の役目だと考えます。今年は介護報酬の改定がありました。超高齢社会を迎え介護人材の不足が叫ばれ

ています。職場の人員不足をどのように解消していくのか、何に取り組み生産性を向上させていくのかな

ど、目の前に課題があります。学びを忘れず、問題を解決することでケアの質を向上させて地域のお年寄

りを支援して参ります。 

すべては利用者様の為に… 

今後も当施設の取り組みに深いご理解と温かいご支援を賜ります様、宜しくお願い申し上げます。 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

４月３日に滑川祭りで好評の 

いづみ特製サーターアンダギーを 

利用者様と一緒に作りました。 

粉を練り上げ、油に投入、 

衣がきつね色になってくると甘い香りが漂います。 

揚げたてを召し上がっていただき「懐かしい味だよ」と大好評！ 

会話も弾む楽しい時間となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５月１日から３日まで季節の湯を開催致しました。 

今回の季節の湯は、菖蒲湯！ 

端午の節句に合わせて湯舟に菖蒲の葉を浮かべました。 

湯舟に浮かぶ鮮やかな菖蒲を眺めながら入る湯は 

格別だと皆様から大変好評。 

「こんな時期かぁ」と季節感たっぷりの湯を存分に楽しまれ 

「いい湯だな♪」と心も体もリラックスされていました。 

今年もジャガイモを植えて、収穫の時期を迎

えました。北あかりを２ｋｇ植え、２９．４ｋｇ収

穫することができました。利用者様には毎年

恒例で、何ｋｇ採れたのか予想して投票して

いただいています。皆さま真剣に考えて投

票されていらっしゃいました。 

菖蒲湯 

春のサーターアンダギー祭り 

 

 

今年３月に開催された 

埼玉県介護老人保健施設大会にて 

演題発表を行いました。 

この大会で発表した生活ケア部のあらいさんが 

見事、最優秀賞を受賞致しました！ 

写真は６月１４日に行われた表彰式の様子です。 

今後も皆様にご満足いただけるケアに取り組み、 

発信を続けて参ります。 

５月２２日と２４日に福祉・医療関係者モニター会を開催致しました。 

ご多用の中ご参加いただいた皆様、誠にありがとうございました。 

近隣の病院や事業所の皆様に、当施設の中を見学して頂きました。 

ご参加の皆様より今後のサービス発展につながる多くのご意見を頂

戴しました。職員一同研鑽を積んで参ります。 

５月２８日、喫茶いづみを開店致しました！ 

カラフルなソーダの上にアイスクリームとサクランボを 

トッピングしたらクリームソーダの出来上がり。 

懐かしい見た目と味にこだわりました。 

見た目は可愛く、味はシュワッと爽やかに。 

暑い日にピッタリなレクリエーションとなりました。 

福祉・医療関係者モニター会を開催 

埼玉老健大会 受賞 

懐かしのクリームソーダ 

通所リハビリテーション 

左があらいさん 

表彰状授与の場面 


